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研究概要  

 

 本研究の目的は、オーストラリア作家デイヴィッド・マルーフの代表作

の一つである An Imaginary Life  (1978)を、文学的解釈を踏まえた上で翻訳

して発表することで、日本におけるマルーフ研究、ひいてはオーストラリ

ア文学の研究に貢献することにある。  

 デイヴィッド・マルーフ（David Malouf, 1934-）は、オーストラリアの

作家、詩人である。今回扱う An Imaginary Life と、Remembering Babylon  

(1993)（『異境』という邦題で現代企画室から出版されている）の二作が彼

の代表作として取り上げられることが多い。特に後者では国際 IMPAC ダ

ブリン文学賞を受賞し、ブッカー賞にもノミネートされたことで、マルー

フへの国際的な関心を集めた重要な作品といえる。一方前者は自伝的であ

った処女小説 Johnno (1975)に次ぐ二作目の小説で、オーストラリア文学の

キャノンに位置づける見方もあり、彼をオーストラリアを代表する現代作

家の一人にした作品である。  

 以下、両作の概要を述べる。An Imaginary Life は、Metamorphoses（『変

身物語』）などで知られるローマ詩人オウィディウスの物語である。とある

理由で（歴史的にも、本作のプロット上も不明なままである）ローマ帝国

から追放されたオウィディウスが、野生の少年との出会いを通じて自然と

の調和を獲得する姿を描いている。Remembering Babylon は、19 世紀半ば

のオーストラリア、クイーンズランド州を舞台に白人入植者とアボリジニ

の関係を扱った作品である。長年アボリジニと生活を共にした白人の若者

が入植地に現れることで、物語は人種間の軋轢に留まらず、「人種」とは何

かという問題に迫っている。  

 ローマ帝国とオーストラリア、一人称と三人称の語り、詩人と入植者。
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一見したところ、作者以外の共通点はないようにも思えるが、この二作品

は文学研究上とても関係が深いという考えが主流である。主な点を二つ挙

げるとすれば、異国の地に飛ばされた人々と、彼らの世界観を一変させて

しまう超自然的な存在である。An Imaginary Life のオウィディウスは帝国

から追放されており、Remembering Babylon の入植者たちは喜んでオースト

ラリアにやってきたわけではない。両者は共通して植民地主義的・帝国主

義的な枠組みで辺境の地を捉えようとする。自らの言葉や文化を通しての

み新たな地を理解しようとし、この「劣った環境」をつくり変えようとす

るのだ。だが、そこへ現れるのが野生の子ども the Child であり、アボリジ

ニと白人の境界を自由に越えてしまう Gemmy である。彼らの存在はオウ

ィディウスや入植者の子どもたちに全く別次元の世界観を与える。  

 現在までにマルーフ作品に関する多くの研究がなされ、この二作を一対

として扱う論文も多数存在する。それが成功したか失敗したかは議論が分

かれるところではあるが、マルーフが the Child や Gemmy を通して行って

いるのはポスト植民地主義的な捉え方でオーストラリアを再認識しようと

いう試みである、というのが主流な説となっている。だがこれらの作品が

植民地主義を正当化する試みにも、それによる被害を受けた側からの批判

にもなっていないのは、主人公たちが「他者」との出会いで変化を経験し

ていくことにある。特にオウィディウスが the Child に見ているのはそこに

映る自分の姿であり、彼は自ら新たな地の自然を受け入れて、言語や植生

の違いによって暗示される様々な境界を越え、そして境界そのものを無意

味にしてしまうのだ。Remembering Babylon においても先住民の象徴となる

Gemmy 自身が白人であるという事実が、その境界線を曖昧にしてしまって

いる。非先住民であるマルーフ（実際にはかなり込み入った民族的背景を

持っている）が、非先住民をして変化を経験せしめる。そして抑圧的な事
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実（オウィディウスによる辺境の住民への優越感や、入植者によるアボリ

ジニや Gemmy への敵意）を隠すことなく描いた上で彼らを自然や先住民

と同化させることは、植民地主義の批判でも正当化でもなく、過去を受け

入れて未来を変える姿勢の表れである。マルーフはポスト植民地主義的な

作家として受け取られがちであるが、厳密には両者の間に立ち、オースト

ラリアの明るい未来を描き続けているのである。  

 他にも、ラカンやハイデガーの哲学、言語学的なテキスト比較、（ An 

Imaginary Life におけるオウィディウスの）自伝小説という側面を捉えた研

究など、1978 年からの 40 年の間に様々な説が唱えられている。これらの

マルーフ研究はオーストラリア国内はもちろんのこと、英語圏に留まらず

ヨーロッパやアフリカの国々などを含む様々な地域で行われており、同時

に上記の二作品だけではなくマルーフによる他の小説や詩、脚本なども多

数扱われている。  

 だが、日本では「デイヴィッド・マルーフ」という名は依然として知ら

れておらず、無名であるといっても過言ではない。それは一般の読者にお

いても、研究者たちにおいても同様である。前述の通り、 Remembering 

Babylon は『異境』として 2012 年に邦訳され、他に「キョーグル線」とい

う短編が 2003 年に同じく現代企画室から出版されているものの、一般的に

マルーフの知名度は低く、文学研究の場においてすらあまり注目されてい

ないと言わざるをえない。同じことはオーストラリア文学全体についても

言える。英米文学という言葉がもはやイギリスやアメリカのみでなく世界

中の（時には非英語圏の）英語作品を指すようになった今日でさえ、オー

ストラリア文学という領域は日本人にとっては身近ではない。多くの日本

人にとって、オーストラリアの著名な作家や作品の名前を挙げるのは、イ

ギリスやアメリカのそれらを挙げるよりも難しいだろう。こうした経緯を
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踏まえ、マルーフ研究、オーストラリア文学研究を盛り上げるためにも、

今回の特定課題研究において An Imaginary Life の翻訳を中心に据えたマル

ーフ研究を行うこととした。  

 まず、これまでに発表された様々な論文や、拙論ながらも 27 年度に北海

道大学文学部に卒業論文として提出した Remembering Babylon に関する自

論を踏まえて An Imaginary Life を翻訳した。また、29 年度に自身が制作し

た An Imaginary Life と Remembering Babylon の注釈付き文献目録をもとに、

前者に焦点を絞って新たに制作した文献目録を資料として加えている。  

 二作品間の関係性を踏まえた上での研究ということで、今回の研究過程

では特定の解釈的立場に立つことは避けられないと判断した。しかし、小

説翻訳の基本的なスタンスとしては、自らの解釈を押し付けることなく一

方の文化をもう一方の文化にうまく移行させることが最善であると考えて

いる。そのため、必ずしも特定の解釈を翻訳に反映させるという意味では

なく、この概要説明や添付する注釈付き文献目録内の解説などをも通して、

その解釈の余地を可能な限り残すことにある。中立的なスタンスを取る上

ではできるだけ多くの解釈の余地を保つことが前提となるのは当然である

が、今回目指したのは特にこの解釈が排除されないように注意を払って翻

訳することである。  

 注釈付き文献目録については、目録自体にも解説を付してあるが、以下

のような流れで制作した。まず、二作品を対象として 28 年度に制作した目

録をもとにして An Imaginary Life を中心的に扱っている文献を集めた。た

だしこの研究の性質上、Remembering Babylon にもふれているものや、二つ

を比較しているものなどについては両作品について注釈を付している場合

がある。1978 年以降に発表された論文や書籍全てを対象としているが、マ

ルーフへのインタビューや単なる書評は含まれていない。また、この目録
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の質を確保するために、個人のウェブサイトで発表されている文章や匿名

の文章は除外している。同時に、作品には言及しているが内容としての価

値が低いもの（たとえば複数の作品や別作品を扱った論文の中で論旨を補

強するために数行だけふれられているものなど）は確認した上で目録から

は除外している。これらを年代順に並べて番号を付し、それぞれに英文で

５行から７行程度の注釈を載せている。末尾には著者名をアルファベット

順で並べ、それぞれ後ろに論文の番号を続けることで必要な文献を特定し

やすくし、同時に文献数でマルーフ研究（特に An Imaginary Life 研究）に

おける第一人者が誰なのかをわかりやすくしている。今回の目録の中では

Bill Ashcroft の論文・書籍が三本含まれており、最多である。  

 マルーフはこれまでにも数多くの作品を発表しており、この研究で扱っ

た資料がマルーフに関する全てではない。だが、この研究が日本における

マルーフ研究を活気づける一助となることで、さらにはそれが全体として

の研究をさらに高みへと押し上げることになり、わずかながらもマルーフ

研究、オーストラリア文学の研究に貢献できれば幸いである。  
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Chikashi  Nakazawa  

Dr.  Ei jun Senaha  

10 January 2018  

 

 

 An Annotated Bibliography:  

David Malouf’s An Imaginary Life  

 

 

Introduction  

 

 David George Joseph Malouf  (1934-)  is  an Austral ian writer  of  

more than 30 works.  Al though he has  won several  awards  such as  

Neustadt  Internat ional  Prize,  Internat ional  IMPAC Dublin Li terary 

Award,  Commonwealth Writers  Prize,  and Austral ian Li terature Society 

Gold Medal ,  init ial ly his  works didn’t  at t ract  much interest  in  

( internat ional)  l i terary cri t icism .  Moreover,  his  name is  not  yet  famil iar  

to people from other  countr ies  al though there are now a decent number 

of  cr i t icisms  wri t ten outs ide Austral ia .  

 An Imaginary Li fe  (1978),  the main subject  of  this  project ,  i s  one  

of  the major  works by Malouf.  This project  is  composed of  t wo parts :  a  

Japanese t ranslat ion and annotated bibl iography of  An Imaginary Life .  

As an appendix  to the Japanese t ranslat ion , this bibl iography is designed 

to  help the researchers  of  the novel la  by i l lust rat ing i ts  cr i t ical  his tory,  

but  at  the same t ime i t  wi l l  hopeful ly draw more academic a ttent ion to 
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Malouf  and his  works .  

 All  the refereed  cri t icisms  and books  writ ten in  Engl ish  from 1978 

to 2018,  from the publicat ion  year  of  IL  to  the present ,  are included. 

Except ions are interviews,  commercial  reviews ,  and art icles  which 

mention but  do not  mainly deal  with IL  or  which  have l i t t le  s ignif icance  

(e.g.  papers  that  only summarize the plo t ) .  The fol lowing keywords are 

searched to complete this  bibl iography through onl ine databases  such as  

Academic Search Premier ,  AustLit ,  Book Review Digest ,  Humanities 

Abstracts ,  L ibrary,  Information Science & Technology Abstracts ,  JSTOR ,  

MLA International  Bibl iography ,  Project  MUSE and  ProQuest :  “An 

Imaginary Li fe ,”  “David Malouf,”  and “postcolonial( ism).”  In order  to  

secure the  rel iabi l i ty of  this  bibliography,  i t  i s  decided to  include only  

refereed academic art icles  and books with credibi l i ty.  In  the  process  of  

this  project ,  papers  wri t ten by anonymous wri ters  and art icle s 

unpubl ished  on non-academic websi tes  were found,  but these materials  

are not  included for  the same reason.  

 The fol lowing are  the summary of  IL  and a brief  out l ine of  the 

s tudies .  Malouf’s  second work An Imaginary Li fe ,  publ ished in  1978,  is  

about  a  possible s tory of  Roman poet  Ovid ’s  las t  days.  The narrat ive 

begins  with Ovid’s  recol lect ion of  the chi ldhood and “the Chi ld ,”  an 

imaginary fr iend  he used to  communicate.  This prologue is  quite  idyl l ic .  

In  present ,  however,  Ovid is  ex iled by Augustus ,  the f i rs t  Roman 

emperor,  to an outpost  cal led Tomis  and shows self-pi ty for being 

relegated to  th is  unknown world  due to  some reason untold to  the readers .  

However,  his  mind gradual ly s tar ts  to  f ind beauty in  this  land which he 
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knows no Lat in  word to describe.  When he accompanies  the  t r ibesmen 

for  a  deer  hunt ing,  he f inds a wild boy in a forest ,  who he  bel ieves  is  

the Chi ld,  and s tar ts  to  think that  he must f ind the boy again and bring 

back to the vil lage in  Tomis.  After  a  few years ,  he succeeds to  take him 

into human society,  and he t r ies  to  educate him to make him speak a 

human language .  At  the end, however,  this teacher-s tudent  relationship 

is  reversed ,  and Ovid feels  more and  more connect ions to  nature.  

Meanwhile,  the Chi ld has been an unwelcome guest  to the vil lage women, 

and the headman Ryzak ’s support  was the onl y reason he can  stay there.  

One day,  however,  Ryzak  suddenly dies  and Ovid and the Chi ld lose the 

only protect ion from the women ’s  hos ti l i ty,  so they escape from the 

vil lage.  They venture northward where Ovid believes  is  his  dest ination. 

When he arr ives  there,  he eventual ly loses  his  sel f  and  f inds the 

harmony with  nature ,  with  the Child to  lead him.  

 Although the s tory is  about  a  Roman poet  in  ex i le ,  IL  has  been 

s t rongly considered  as an al legory of  Austral ia  s ince i ts  publicat ion .  

Malouf has  been described as  a  postcolonialis t  author  throughout  his  

career,  and many cri t ics  consider  IL  te l ls  about  Austral ia ’s  colonial  

experience  and the (at tempted) reconci l iat ion between white Austral ians 

and the cont inent ,  wi th the Child very close to nature and an outside r  

Ovid who at  fi rs t  t r ies  to  teach him his  own language and convent ions .  

This tendency becomes dominat ive especial ly af ter  Gareth  Griff i ths  and 

Harry Hesel t ine’s  works in  1989.  On the other  hand,  t here are  also  

several  cr i t icisms which adopt  psychological  theories  to  the plot  names 

such as  “Heidegger”  and “Lacan” can be  seen qui te often .  
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 After  the publ icat ion of  Remembering Babylon  in  1993,  the view 

that  IL  shows a fai led at tempt  to  communicate with Austral ian nature is  

es tabl ished,  with RB  as the complet ion of  i t .  RB  i s  another  major  work 

by Malouf  and shor t - l is ted for  the Booker Prize.  This novel  depicts  a 

whi te set t lement  in  Queensland,  Austral ia  in  the mid -nineteenth century 

to which a whi te man Gemmy “returns” after  spending half  his l i fe  with 

Aborigines .  His  arr ival  brings turmoil  to  the set t lers  and causes  r i f ts  

among them.  Gemmy slowly learns  to  l ive with the set t lers ,  but  they 

never t ruly accept  him.  He eventual ly returns  to  the wild nature,  leaving 

the main characters  with a l ingering memory of  hi m and a quest ion what  

he has  given to  them.  

 This obvious reference to  Austral ia ’s  colonial  past  s t rengthens 

Malouf’s  image as  a postco lonial  author and leads to such readings on 

IL  as  wel l .  As the f i rs t  cr i t ic  to  review the two works together,  Bi l l  

Ashcroft ,  also using Lacanian concept ,  argues the Child in  IL  returns  as  

Gemmy in RB .  However,  there are a smal l  number of  cr i t icisms which 

focus on the fai lure of  Malouf or  the  two works.  Peter  Otto argues 

Malouf for  revis ing the colonial  his tory.  Several  other  cr i t ics  regard 

Malouf as  a  revis ionist  and RB  as  a  convenient  story for  whi te .  

 Other than Ashcroft ,  Don Randall  and Lamia  Tayeb are  the wel l -

known cri t ics  in  this  f ield.  Randal l  publ ishes  an overal l  work on Malouf,  

and Tayeb mainly focuses  on the white p eople’s  at tempt to  make 

Austral ia  home and themselves  Austral ians .  One can say the  peak of  the 

s tudy of  IL  (and RB )  is  late  2000s .  This  bibl iography conta ins  materials 

published in  several  countr ies  other  than Austral ia:  India,  Italy,  
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Netherland,  Spain,  Sweden,  South Africa,  Uni ted Kingdom, and United 

States .  It  seems Malouf ’s  works are receiving more at tent ion worldwide,  

but  the number of  materials  published in  2010s  is  only 13  and Malouf 

s tudy looks s tagnant  for  now.  

 There are 59 material s  in  this  annota ted bibliography:  51 art icles 

and 7 books including a col lect ion of  review s exclusively on Malouf’s  

works .  However,  6  of  them are  unavai lable so  not  annotated .  Years  in  

which no (s ignif icant)  material  is  published is  indicated as  “No data. ”  

Items are l isted chronological ly without  separat ing books and art icles  

so that  readers  can fol low the his tory of  Malouf s tudies .  Al though the 

subject  of  this bibliography is  IL ,  some of  the annotat ions refer  to  RB  

as  wel l  s ince i t  plays  an important  role for  the understa nding of  i t .  This 

annotated bibliography of  IL  wi l l  gu ide the researcher  of  i t  and 

contr ibute to  the development  of  Malouf s tudies .  

 

 

List  of  Abbreviation  

 

ARIEL :  A Review of  International  English Li terature  

IL :  An Imaginary Li fe  

RB :  Remembering Babylon  
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  Analyzes the interplay and  reconci l iat ion between Ovid ’s 

 chi ldhood and deprived present which are real ized through 

 t ranscending the uncongenial  place and t ime (and Ovid himself) .  In  

 this  sense,  imaginat ion that  init iates  his  change is  the real  hero, 

 and Ovid and his  world are merely i ts  vehicle.  Hergenhan argues  

 IL depicts  the  possibil i ty of  human imaginat ion for  t ransforming 
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 Heaney.” World Li terature Wri t ten i n  English ,  vol .  26,  no.  2 ,  1986,  

 pp.  295-330.  

 

  Analyzes Malouf ’s  t ransposi t ion between exi le  and col onial ism 

 comparing Ovid’s  t ransformation to  Cal iban and Ariel  in  

 Shakespeare’s  The Tempest ,  f rom the ex i led and dispossessed to  the 

 l iberated.  Jol ly claims a t imeless  world and a northern set t ing 

 conversely provides  the novel la a  universal  perspect ive on 

 Austral ia’s  colonial  experience free from cultural  cl iché.  

 

 

-1987-  

[7]  Dommergues,  André.  “Tradi t ions and Dream in David Malouf ’s  An 

 Imaginary Li fe .”  Commonwealth Essays  and Studies ,  vol .  10,  no.  1 ,  

 1987,  pp.  61-67.  

 

  Points out that  IL ’s  anthropological  plot  fol lows J .  M. Iterd ’s  

 survey on Victor  of  Aveyron (al though at  f i rs t  i t  seems to 

 side with the opposi te  views l ike P.  Pinel ’s)  However,  the reversed  

 teacher-s tudent  relat ionship of Ovid and the Chi ld denies  the  l imit  

 of human that  Itard suggests  and  i l lust rates  human imaginat ion that  

 guides  us  to  the ult imate freedom.  
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 Imaginary Life. ’”  ARIEL ,  vol .  19,  no.  1 ,  1988,  pp.  45-54. ARIEL ,  

 ariel .ucalgary.ca/ariel / index .php/ariel / index .  Accessed  26  July 

 2016.  

 

  Examines the previous s tudi es  which read IL  as  a  reconci l iat ion

 to  the  relegat ion and past ,  then gives  a further  reading that  Ovid ’s  

 t rue ex ile  from uni ty with the natural  world began when he parted 

 with his  chi ldhood innocence and family.  McDonald shows Ovid ’s 

 reconci l iat ion to  the t rue exi le  manifests  an ideal  relat ionship 

 between humanity and nature.  
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[10]  Griff i ths ,  Gareth.  “Being there,  being There:  Kosinsky and  

 Malouf.”  ARIEL ,  vol .  20,  no.  4 ,  1989,  pp.  132-48.  
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  Associates  the f inal  scene of  IL  with the Austral ian landscape 

 and regards the novel la as  a  postcolonial  work in  which the 

 protagonis t  abandons Eurocentr ic  thoughts.  Griff i ths insis ts that  

 the main themes of  this  work such  as  the l inguis t ic  displacement  

 and the cross -cul tural i ty give  i t  a  postcolonial  nature,  al though i t ’s  

 not  overt ly about  colonial  place or  experience.  

 

 

[11]  Hesel t ine,  Harry.  “An Imaginary Li fe  – The Dimensions of  Self . ” 

 Austral ian Li terary Studies ,  vol .  14,  no.  1 ,  1989,  pp.  26-40.  

 

  Shows IL ’s  l inks to  both  the contemporary ci rcum stance  and 

 t radi t ions of  Austral ian l i terature  and  i ts  react ion against  modern  

 Austral ian matr ix  from the vantage point  of  the late 1980s  –  

 looking at  i t  f rom the present ,  some features  of  IL  seem to be 

 adversary react ions to  then Austral ia .  Hesel t ine  argues  that  the 

 set t ing denies  nat ional ism which bel ieves  a cul ture is  composed  

 exclusively of  what  happens within the nat ion .  
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[12]  Delrez ,  Marc.  “Antipodean Dialogue:  R.  Stow and D.  Malouf. ”  

 Crisis  and Creat ivi ty  in  the New Li teratures  in  Eng l ish ,  edi ted by 

 Geoffrey V.  Davis  and Hena Maes -Jel inek,  Amsterdam, Rodopi ,  

 1990,  pp.  291-307.   
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  Maintains  that  IL  draws the s t ruggles  of  a  man to ass imilate  to 

 himself  the spir i ts  of  an alien land and culture,  so his  journey 

 acquires  an  overtone of  conquest .  The journey is  indeed one 

 towards unity and,  but i t  can s t i l l  be interpreted as  an at tempt  to  

 absorb the Other.  Delrez  argues Malouf ’s  succeeding novels 

 l iberate IL  f rom this  confining s t ructure.  

 

 

[13]  Nei lsen,  Phil ip .  Imagined Lives:  A Study  of  David Malouf .  S t .  

 Lucia,  Austral ia ,  U of  Queensland P,  1990.  

 

  Compares  IL  wi th Malouf’s  previous and  f i rs t  novel  Johnno  and 

 argues that  i t  develops some polari t ies  int roduced in Johnno :  

 wholeness/ incompleteness ,  nature/cul ture,  and change/s tasis .  

 Moreover,  as  Malouf himself  has  ment ioned the l ink between IL  

 and Austral ia ,  Ovid ’s  reconci l iat ion can be  one to  Aus tral ian 

 landscape as  wel l .  Thus,  in  Nei lsen’s  view,  IL  represents  the growth 

 of sel f -confidence of  Austral ians  as  Aus tral ians .  

 

 

[14]  Stephens,  John. “‘Beyond the Limits  of Our Speech …’: David 

 Malouf’s  An Imaginary Li fe .”  Commonwealth Novel  in  English ,  

 vol .  3,  no.  2 ,  1990,  pp.  160-69.  

 



Nakazawa 

-13- (94) 

 

  Suspects  the unif icat ion that  Ovid achieves is  merel y self-

 decept ion by ment ioning two bases  of  the  narrat ive’s  unrel iabil i ty:  

 the inherent  l imitat ion of  a  f i rst -person narrat ion and the gap 

 between s ignif ier  and s ignif ied.  Stephens doubts  the narrat ion  even 

 more s ince i t  is  supposed to  be  a t ranslat ion  by “you” of  Ovid’s  

 Latin wri t ing which is  in  fact  wri t ten in  Engl ish by Malouf .  

 

 

-1991-  

[15]  Hansson,  Kar in.  Sheer Edge: Aspects  of  Ident i ty  in  David 

 Malouf’s  Wri t ing .  Lund,  Sweden ,  Lund UP,  1991.  

 

  Defines  IL  as  a  s tory of  f inding the t rue ident i ty with examples  

 of the interrelat ion with the anim al /natural  world,  the dissolve of 

 the temporal  and spat ial  borders ,  and the loss  and renunciat ion of  

 the language.  Hansson argues Ovid ’s  t rue ident i ty comes f rom the 

 metamorphosis  into a part  of  wholeness  which he achieves through 

 the understanding of  himself  wi thin the eternal  cont inuity of  

 creat ion.  

 

 

-1992-  

[16]  Taylor,  Andrew. “Postmodern Romantic:  The Imaginary in  David 

 Malouf’s  An Imaginary Life .”  Imagining Romanticism: Essays  on 

 English and Austral ian Romanticisms ,  edited by Deirdre Coleman 



Nakazawa 

-14- (95) 

 

 and Peter  Otto.  Cornwall ,  UK,  Locust  Hill  Publishing,  1992,  pp. 

 275-90.  

 

  Defines  Ovid’s  ex ile  as  a  return to  the beginning ,  “the Imaginary” 

 by Lacan.  Taylor  observes  that  Ovid’s  journey from the Imaginary 

 to the Symbolic began with the use of  Lat in,  a  synecdoche of  al l  

 languages,  which divide things to  recognize,  and when his  journey 

 back to the Imaginary is  accomplis hed,  his  subject ivi ty (and 

 imaginat ion  as  wel l )  ceases  to  exis t .   

 

 

-1993-  

[17]  Ashcroft ,  Bi l l .  “The Return of  the Nat ive:  An Imaginary  Li fe  

 and Remembering Babylon .”  Commonwealth Essays  and Studies ,  

 vol .  16,  no.  2 ,  1993,  pp.  51-60.  

 

  Proposes  a not ion that  the Chi ld in  IL  returns  as  Gemmy in RB  

 but  whose purposes  are different :  one quest i ons the primacy of  

 language in  our understand ing of  the world and the other  authent ic 

 indigenei ty.  Ashcroft  uses  Lacanian concept  o f  the Symbolic to  

 describe the cul tural  norms offered by the two works.  IL  i l lus t rates  

 the Imaginary with the Chi ld,  and i t  bre aks into our Symbolic  world 

 in RB  with Gemmy to show the poss ibi l i ty of  human adaptat ion to 

 Austral ia ,  of  a  t ransformation into a postcolonial  l i fe .  
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[18]  Colakis ,  Marianthe.  “David Malouf’s  and Derek Mahon ’s   Visions 

 of Ovid in  Exi le. ”  Classical  and Modern Literature:  A 

 Quarterly ,  vol .  13,  no.  3 ,  1993,  pp.  229-39.  

 

  Examines the s imilari t ies  and differences between the real  Ovid 

 in  the las t  works  l ike Tris ta  and Malouf’s  Ovid.  Colakis  insis ts  that  

 i f  one regards IL  as  a  Metamorphoses  without  fr ivol i ty,  the 

 descript ions in exi le  poems  by Ovid are untrue and Malouf ’s  Ovid 

 would be  his  t rue nature.  

 

 

[19]  Griff i ths ,  Gareth.  “An Imaginary Life :  The Post -Colonial  Text as  

 Transformative Representat ion. ” Commonwealth Essays  and 

 Studies ,  vol .  16,  no.  2 ,  1993,  pp.  61-69.  

 

  Argues that  by avoiding any overt  set t ings ,  IL  refuses  to 

 incorporate the percept ion of  postcolonial ism into “exot ica” and 

 successful ly indicates  the possibi l i ty of  a  tex t  open to the 

 complexity of  postcolonial  societ ies .  Griff i ths  insis ts  IL  i s  a  new 

 stage of  Austral ian  wri t ing which appropriates  class ic text s  of  the 

 dominant  society,  Ovid’s  works ,  to i l luminate postcolonial  

 perspect ive .  
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[20]  Indyk,  Ivor.  Austral ian Wri ters:  David Malouf .  Melbourne, 

 Oxford UP,  1993.  

 

  Il lust rates  the  homosexual  desire  and  mascul ine  relat ionship  

 which Johnno  suggests  but  neglects ,  and  argues they can be seen in 

 IL  as  wel l .  Indyk points out  that  while IL  admits  women’s  privilege 

 over  the primitive  world,  the novella  shows the relat ionship 

 between father  and chi ld that  is  purer  and more creat ive than that  

 of mother and chi ld.  

 

 

[21]  Laigle,  Geneviève.  “‘Entering the Dimensions of  my Self ’ :  

 Malouf’s  An Imaginary Li fe .”  Commonwealth Essays  and S t u d i e s ,  

 vol .  16,  no.  2 ,  1993,  pp.  70-78.  

 

  Follows the spir i tua l  journey in  which Ovid  f inds the message 

 that  l i fe  and death,  l ike past  and present ,  are the same thing .  

 Through the encounter  with the Chi ld,  Ovid f inds the way back to  

 his chi ldhood and also to  human divini ty.  

 

 

-1994-  

[22]  Attar,  Samar.  “Exile and the Loss of  Language. ”  Provisional 

 Maps: Cri t ical  Essays  on David Malouf ,  edited by Amanda 

 Nettelbeck.  Perth ,  The Centre for  Studies  in  Austral ian Li terature,
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 1994,  pp.  51-69.  

 

  Demonstrates  that  Ovid ’s  dual response to  otherness ,  his 

 reject ion and acceptance of  the alien pla ce,  eventual ly bridges two 

 different  worlds ,  languages and cul tures .  At tar  remarks Ovid 

 overcomes his  ex ile  through the journey from a  language to  

 something beyond language,  and this  is  reconci l iat ion  that  Malouf 

 shows.  

 

 

[23]  Kavanagh,  Paul .  “Elegies  of  Presence:  Malouf,  Heidegger and 

 Language.” Provis ional Maps: Cri t ical  Essays  on David Malouf ,  

 edi ted by Amanda Net telbeck.  Perth ,  The Centre for  Studies  in 

 Austral ian Li terature,  1994 ,  pp.  149-62.  

 

  Contends that  some of  the metaphors ,  terms,  and ideas  in  

 Malouf’s  wri t ing are s imilar  to  Heidegger ’s .  However,  Kavanagh 

 argues  that  at  the same t ime IL ,  a long with Malouf ’s  poems, implies  

 an understanding of  the world through i ts  own network of 

 interrelat ions  which is  independent  of  human word.  

 

 

[24]  Pat i ,  Madhusudan.  “‘Banabhat taki  Atmakatha ’”  and ‘An 

 Imaginary Life ’ :  A Comparison in  Sensibil i ty. ”  Literary Cri ter ion ,  

 vol .  29,  no.  2 ,  1994,  Bombay,  India,  Popular  Prakashan,  pp.  1-17.  
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  Compares  IL  wi th  an Indian novel  Banabhat taki  Atmakatha  by 

 Hazari  Dwivedi  and points  out  the urge to  escape the s t rong 

 mascul ini ty of  Lat in cul ture and to  surrender his  human se lf  to  a  

 larger  uni ty.  Pat i  argues  that  Malouf uses  Ovid ’s s tory to  project  a  

 postromant ic t ranscendence of  Western material ism and 

 reduct ionism.  

 

 

-1995-  

No data  

 

 

-1996-  

[25]  Doty,  Kathleen,  and Risto Hil tunen.  “The Power of  

 Communicat ing without  Words – David Malouf’s  An Imaginary Li fe  

 and Remembering Babylon .”  Antipodes:  A North American Journal  

 of Austral ian Li terature ,  vol .  10,  no. 2 ,  1996, pp.  99-105. JSTOR ,  

 www.jstor.org/s table/41956750.  Accessed  26 Aug.  2016.  

 

  Focuses  on the role of  the four  forms of  non-verbal  

 communicat ion  in  accomplishing wholeness  and uni ty  in  IL  and RB :  

 gestures ,  s i lence,  sensory communicat ion,  and animal  

 communicat ion systems.  Malouf ut i l izes  verbal  communication to  

 describe non-verbal  communicat ion ,  and these two are intertwined 
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 and interdependent  in  this  process  of  unif icat ion  rather  than 

 opposi te .  

 

 

-1997-  

[26]  Egerer,  Claudia .  Fictions of  (In)Betweenness .  Göteborg,   Sweden ,  

 Acta Universi tat is  Gothoburgensis ,  1997.  

 

  Argues that  memory const i tutes  a  double ground of  potential  

 hindrance and incent ive for  new percept ions of  home.  Egerer  points  

 out  the unhomeliness  of  home and the homefulness  of  ex i le  in  IL ,  

 which lead to  the conclusion that  the concept  of  home/exile is  

 l inked to  a s tate of  mind rather  than a place,  and argues that  the 

 main characters  perpetual ly undo the dichotomy by never be ing 

 ful ly at  home or  in  exile .  

 

 

-1998-  

[27]  Conci l io ,  Carmen.  “Topology vs  Geometry:  The Relational  

 Geography of  Self  and Other in  David Malouf ’s  An Imaginary Li fe  

 and Remembering Babylon .”  Routes  of  the Roots:  Geography and 

 Literature in  the English -Speaking Countries ,  edi ted by Isabel la  

 Maria Zoppi .  Rome,  Bulzoni ,  1998 ,  pp. 737-49.  

 

  Considers  a  shif t  f rom the relat ion of  a  sel f  wi th  the place of  i ts  
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 own to that  wi th the place of  the Other as  a  t ranslat ion from 

 topology to geometry.  Conci l io  argues that  t he recogni t ion of  the 

 Other represents  a  way ou t  of  the logocentr ic  topography of  the 

 self .  Ovid,  l ike Gemmy in RB ,  was  t ranslated into a new landscape,  

 and acknowledges his  own otherness  and escapes  from the history 

 of his  native place  into a geography of  otherness .  

 

 

-1999-  

[28]  Conci l io ,  Carmen.  “The Magic of  Language in  the  Novels  of 

 Patr ick White and David Malouf. ”  Coterminous Worlds:  Magical  

 Realism and Contemporary Post -Colonial  Li terature in English ,  

 edi ted by Elsa Linguant i .  Amsterdam, Rodopi ,  1999 ,  pp.  29-45.  

 

  Examines  the magic real ism aspect  of  Malouf’s  wri t ing.  Ovid 

 experiences  many forms of  t ranslat ion ,  and he abandons the idea of  

 total i ty represented  by the Empire’s  borders  and accept s the 

 inf ini ty of  space,  an  endless  ex i le .  Concil io  also  makes  comments  

 on RB from the same perspect ive .  

 

 

[29]  Morton, Peter.  “Problems of  Historici ty in  David Malouf ’s  An 

 Imaginary Li fe .”  Classical  and Modern Li terature:  A 

 Quarterly ,  vol .  20,  no.  1 ,  1999,  pp.  1-17.  
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  Tackles  an unsolved quest ion by Hesel t ine  ([11]) :  how much is 

 Malouf’s  Ovid the representat ion of  the his torical  f igure?  With  

 many detai ls ,  Morton shows that  IL  does  not  simply fol low the real  

 history of  Ovid or  s imply ignore i t .  Malouf remains IL  half  f i ct ional 

 and half  his torical ,  and he opens up an  imaginat ive space  to  f i l l  

 with the opposi t ions  of  what can be known and what  must be 

 imagined.  

 

 

[30]  Taylor,  Andrew. “Origin,  Ident i ty and the Body in David Malouf ’s 

 Fict ion.”  Austral ian Li terary Studies ,  vol .  19,  no.  1 ,  1999, 

 pp.  3-14.  MLA International  Bibl iography ,  

 www.mla.org/Publ icat ions/MLA -Internat ional -Bibl iography.  

 Accessed 11 Sept .  2016.  

  

  Challenges  the tendency to categorize  Malouf  as  a  his torical  

 novel is t  and see h is  works as  a  series  of  representat ions of  

 Austral ian his tory.  Rather  than f ict ional  revisi t ing o f  his torical  

 moments ,  Taylor  focuses  on the urge to  explore and chal lenge the 

 notions of  boundary and of  language  in  IL  and RB  a long with  other  

 six  works.  

 

 

-2000-  

[31]  Anghel ,  Corina Ana.  “Malouf’s  and Michel  Tournier ’s  Sub-
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 Versions of  Exi le. ”  Revis ta De Studi i  Bri tanice Și  Americane  

 [B.A.S.:  Bri t ish and American Studies ] ,  vol .  6,  2000,  pp.  9-13.  

 

  Il lust rates  Ovid ’s  adventure as  “return ing,” not  “wandering.”  

 Anghel  explains  that  through the Chi ld ’s  understanding of  the 

 world,  Ovid f inal ly s tar ts  t o  ex is t  wi thout being in  relat ionship to  

 the society,  and that  this  shif t  f rom “being”  to  “existence” subverts  

 the meaning of  home and exi le  and the topos o f  ex ile  i tes l f .  

 

 

[32]  Bl iss ,  Carolyn .  “Reimagining the  Remembered:  David Malouf 

 and the Moral  Implicat ions of  Myth. ”  World Li terature Today ,  vol .  

 74,  no.  4 ,  2000,  pp.  724-32.  MLA International  Bibl iography ,  

 www.mla.org/Publ icat ions/MLA -Internat ional -Bibl iography.  

 Accessed 20 July.  2016.  

 

  Argues Malouf uses  myths to explore and explode the l imit  of 

 human nature,  defin ing myths as  human creat ions to exercise their  

 capaci t ies .  Adopt ing Cassirer ’s  concept  of  myth,  Bl iss  reads  IL  as 

 a myth about  (paradoxical ly)  demyst i fying myths with Ovid ’s  act  

 of mythmaking which eventual ly leads  him to a world without 

 human language,  and RB  as  a  myth which leads  readers  to  the 

 reconci l iat ion in postcolonial  Austral ia .  
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-2001-  

[33]  Ashcroft ,  Bi l l .  On Post -Colonial  Futures:  Transformations of  a 

 Colonial  Cul ture .  London,  A&C Black,  2001.  

 

Not avai lable as  of  10 Jan.  2018  

 

 

-2002-  

[34]  Herrero,  M. Dolores .  “David Malouf’s  An Imaginary Li fe :  A 

 Return to  the Very Edge of  Memory,  History and the Mult icultural  

 Self .”  Narrat iva i  història ,  edited by Assumpta Bernal ,  et  al .  

 Valencia,  Facul tat  de Fi lologia,  Universit at  de València,  2002 , pp.  

 37-59.  

 

  Explores  the relat ionship among his tory,  (auto)biography and 

 f ict ion in  IL .  The osci l lat ion between historical / temporal  and  

 personal / t imeless  suggests  the need to  defy al l  the conventional  

 binar ies  and the very concept  of  fr inge/center,  di fference,  and 

 boundary.  Herrero  concludes one’s  identi ty should be based on 

 quest ioning of  hegemonic systems,  and by doing so,  IL  emphasizes  

 the r ichness  of  postcolonial  societ ies .  

 

 

[35]  Shaw, Narel le .  “Experiencing a Wilderness  and Cult ivat ing a 

 Garden:  The Li terary Environmental i sm of David Foster  and 
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 David Malouf .” Antipodes:  A North Amer ican Journal  of  Australian 

 Literature ,  vol .  16,  no.  1 ,  2002,  pp.  46-52.  JSTOR ,   

 www.jstor.org/s table/41957168 .  Accessed  11 Sept .  2016.  

  

  Points  out  that  Malouf int roduces  the idea that  landscapes  are  

 human construct s  through Ovid’s  garden in  the wilderness .  Shaw 

 argues the interconnected worlds  of  culture  and nature in  IL  show,  

 from environmenta lis t  perspect ive,  the importance  of  the 

 imaginat ion in  resolving the tension between consciousness  and 

 environment .  

 

 

-2003-  

[36]  Ramsey-Kurz ,  Helga.  “Lives  without  Let ters :  The Il l i terate 

 Other in  An Imaginary Li fe ,  Remembering Babylon  and The 

 Conversations at  Curlow Creek  by David  Malouf. ”  ARIEL ,  vol .  34,  

 no.  2-3,  2003,  pp.  115-33.  ARIEL ,   

 ariel .ucalgary.ca/ariel / index .php/ariel /ar t icle/view/3849/3786 .  

 Accessed 18 Sept .  2016.  

  

  Compares  three works by Malouf and concludes  that  his  f ict ion 

 i s  founded on a unique phi losophy about  l i teracy:  the not ion is  used  

 to  explore differences  between cul tures  and to  negot iate  them . 

 Unlike previous papers ,  this  s tudy focuses  on the wri t ten discourse ,  

 and argues that  Malouf uses  l i terary language to  show what  l ies  
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 outside the domain of  l i teracy and confront  i ts  l imit .  

 

 

-2004-  

[37]  Boldrini ,  Lucia.  “‘Allowing i t  to  Speak out  of  Him ’:  The 

 Heterobiographies  of  David Malouf,  Antonio Tabucchi  and 

 Margueri te  Yourcenar. ”   Comparat ive Cri t ical  Studies ,  vol .  1,  no.  

 3,  2004,  pp.  243-63.  Research Online ,  research.gold.ac.uk/4270/ .  

 Accessed 20 Sept .  2016.  

  

  Argues autobiography is  caught  between present /past  and 

 self /other,  and that  whi le i ts  subject  desires  to  t ranscend this 

 divis ion,  he/she  s imultaneously desire s  to  experience i t  

 consciously.  Thus,  Malouf’s  Ovid can only real ize the 

 t ranscendence  through his  death,  and IL  shows the desire  of  an 

 “autography” wri t ten by another  to  bypass “wri t ing I” and “wri t ten 

 I”  and to  let  the subject  l ive through death.  

 

 

[38]  Pons,  Xavier.  “Reconci l ing Words and Things:  Language 

 Allegories  in  David Malouf ’s  Remember ing Babylon .”   

 Commonwealth Essays  and Studies ,  vol .  27,  no.  1 ,  2004,  pp. 99-

 110.  

 

  Explores  Malouf’s  preoccupat ion ,  in  RB and  IL ,  to  f ind a  perfect  
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 language in  harmony with the real i ty,  which removes  the gap  

 between s ignif ier  and signif ied .  Al though Malouf denies the 

 possibi l i ty that  they can be completely reconci led,  the ar t i f icial  

 nature of  language gives  i tsel f  f lex ibi l i ty and adaptabi l i ty to  the 

 world.  The main subject  of  this  paper  is  RB ,  but  i t  shows Malouf ’s  

 motivat ion is  clearer  in  IL .  

 

 

[39]  Rodda,  Brendan.  “David Malouf 's  Language of  Reconci l iat ion: 

 Styl is t ic  Patterns  in An Imaginary Li fe .”  Literature & 

 Aesthet ics ,  vol .  14,  no.  1 ,  2004,  pp.  49-66.  Literature & Aesthet ics ,  

 openjournals . l ibrary.usyd.edu.au/ index .php/LA/art icle/view/5106 .   

 Accessed 7 Oct .  2016.  

 

  Adds the aspect  of  l inguis t ics ,  considerat ion on  language for 

 reconci l iat ion ,  to  the preceding s tudies  of  IL  and claims that  Ovid ’s  

 use of  language ref lects  the t ransi t ion  of  his  at t i tude to nature.  

 Cit ing two different  narrat ions by Ovid of  the same scene  –his  

 chi ldhood– Rodda examines the lex ico -grammar in  IL  which 

 displays Ovid’s  integrat ion with nature and with himself .  

 

 

-2005-  

[40]  Smith,  Yvonne.  “In the Beginning:  David Malouf’s  An 

 Imaginary Li fe .”  Austral ian Li terary Studies ,  vol .  22,  no.  2 ,  2005, 
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 pp.  160-74.  MLA Internat ional  Bibl iography ,   

 www.mla.org/Publ icat ions/MLA -Internat ional -Bibl iography.  

 Accessed 23 Sept .  2016.  

  

  Compares  different  vers ions of  the s ignif icant  scene of  the 

 scarlet  poppy in the  publ ished typescript  and several  drafts  of  IL ,  

 fol lowing Malouf ’s  actual  process  of  wr it ing them.  Cit ing author’s 

 own comments ,  Smith concludes that  throughout  the novel la 

 Malouf  expresses  Ovid’s  interior  perceptions and consciousness  as  

 external  real i t ies ,  namely objects  and experiences ,  which al low his 

 narrat ion to  assume natural  tone .  

 

 

-2006-  

[41]  Columbus,  Claudet te Kemper.  “Many-Sided  Analogies  in 

 Arguedas,  Asturias ,  and Malouf. ”  Metaphor and Symbol ,  vol .  21,  

 no. 2 ,  2006, pp.  105-20.  MLA International Bibl iography ,  

 www.mla.org/Publ icat ions/MLA -Internat ional -Bibl iography.  

 Accessed 26 Sept .  2016.  

 

  Focuses  on t ransient  analogies  in  IL ,  which let  Ovid access  to  a 

 real i ty beyond the customary defini t ion by real ism and help him  

 recover mental  heal th .  Columbus points  out that  these analogies  are  

 nonli terate,  pagan,  and foreign to  Western thought ,  thus  invokes 

 imagis t ic  f luidi ty (of  t ime),  not  cul tural  s tabil i ty.  
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[42]  Nikro,  Saadi .  “David Malouf:  Exploring Imperial  Textual i ty. ”  

 Postcolonial  Text ,  vol .  2,  no.  2 ,  2006.  Postcolonial  Text ,  

 www.postcolonial .org/ index.php/pct /ar t icle/view/371/811 .  

 Accessed 20 Sept .  2016.  

  

  Suggests  that  al though IL  t ries  to create  the other  free  from the 

 binary of  sel f /other,  i t  shows a subversion of  Rousseauis t ic  concept 

 of nature  in  which human beings f ind spir i tual  redemption,  and a  

 convent ional  not ion of  front ier  which just i f ies  narrat ives  of  

 conquest  and explorat ion .  In  doing so,  IL  demonstrates  the 

 language and f igurat ive power of  imperial  tex tuali ty.  

  Nikro also argues  that  RB  i s  a  rewri t ing of  IL  which succeeds in 

 an escape from this  imperial  narrat ive terrain  by negot iat ing the 

 fracturing force of  sel f -  and other-understanding,  which IL  only 

 implies .  

 

 

[43]  Randal l ,  Don.  “‘Some Further  Being’:  Engaging with the Other 

 in  David Malouf ’s  An Imaginary Li fe .”  Journal  of  Commonwealth 

 Literature ,  vol .  41,  no.  1 ,  2006,  pp.  17-32.  

 

  Argues Malouf ’s  wri t ing s tyle  orients  i tsel f  toward 

 t ransformation and his characters  are hybrid or  syncret ic ,  thus his  
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 tex ts  are  the  process  to  communicate with the other.  Another  

 process  i l lust rated in  IL  i s  ident i f icat ion through imaginat ion and 

 dreams.  Randal l  remarks that  Malouf explores  a  ful l  apprehension 

 of the other,  al though the cri t ic  denies  i ts  possibi l i ty,  by his 

 grammar and f igurat ive pat terns .  

 

 

[44]  Tayeb,  Lamia .  The Transformation of  Poli t ical  Ident i ty  from 

 Commonwealth through Postcolonial  Li terature:  The Cases  of  

 Nadine Gordimer,  David Malouf  and Michael  Ondaatje .  Lewiston,  

 US, Edwin Mellen P ress ,  2006.  

 

  Examines the way Malouf connects  postcolonial  themes with 

 postmodern aesthet ics  and deals  with  pol i t ics .  Tayeb  analyzes  

 the format ion of  individual  ident i ty in  relat ion to  the idea of  home 

 and the other  and communal  res is tance to  imperial  hegemony.  

 These arguments  are developed under three categories:  “man-in-

 t ime,” “man-in-consciousness ,”  and “man-in-language.”  

 

 

-2007-  

[45]  Bortoluzzi ,  Maria.  “Language and Partnership in  David Malouf ’s 

 An Imaginary Life .”  The Goddess  Awakened: Partnership Studies  

 in Literatures ,  Language and Educat ion .  Udine,  Italy,  Forum, 

 2007,  pp.  83-97.  
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  Studies  the metamorphosis  of  language from  of culture to  of  

 nature,  from one to  divide to  one to  share.  This  paper’s  focus is  on 

 the meta-l inguis t ic  aspect  of  the novel ,  the language refers  to  

 i t sel f ,  and the  metamorphosis  the narra tive undergoes towards a 

 holis t ic  communication .  Bortoluzzi  argues that  the difference  

 between the narrator,  narrat ion,  and addressee eventu ally 

 disappears  through the metamorphosis .  

 

 

[46]  Loughl in,  Gerard.  “Found in Translation: Ovid, David Malouf 

 and the Werewolf . "  Literature & Theology: An International  

 Journal of  Rel igion,  Theory,  and Cul ture ,  vol .  21,  no. 2 ,  2007, pp.  

 113-30.  

 

  Explores  the nature  of  human ident i ty  in  IL  which  one f inds 

 his/her  sel f  through the process  of  becoming other  ex istence  and 

 arr iving al ien  place .  Loughl in argues that  Malouf  shows this  by 

 connect ing Ovid’s  las t  days with a  tale of  a  werewolf  and 

 i l lust rat ing Ovid’s  and the Chi ld’s  t ransformation .  

 

 

[47]  Randal l ,  Don.  Contemporary World Wri ters:  David Malouf .  

 Manchester,  Manchester  UP,  2007.  
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  Focuses  on the idea  of  “otherness” and  argues the other  is  the 

 indispensable agent  of  our changes ,  l inking IL  to  Johnno ,  the 

 preceding novel  by Malouf .  Al though Ovid opposed imperial  

 cul ture before,  he experiences  himself  as  a  displaced piece of  

 empire during his  exile .  

 

 

[48]  Stanchi ts ,  Zoya.  “ In Search of  Spir i tual  Freedom in a Modern 

 World:  Crossing Borders  in  Fyodor Dostoyevsky’s  The Idiot ,  

 Shen Congwen’s  The Border Town  and David Malouf’s  An 

 Imaginary World .”  Western Humanit ies  Review ,  vol .  61,  no. 3 ,  

 2007,  pp.  58-66.  

 

  Argues the purpose of  crossing borders  in  IL  i s ,  as  the same as  

 many people do in  real  l i fe ,  to  escape from modern l i fe  of  the 

 sophis t icated civi l izat ion and to f ind a peaceful  and pure ex is tence 

 on the peripheral .  The tension between opposing worlds  makes the 

 protagonis t ’s  move through the boundary,  and this  act  reveals the 

 i solat ion  and loneliness  common in modern l i fe .  

 

 

[49]  Tayeb,  Lamia.  “‘The Final  Front ier ’ :  Exploring Language and 

 Consciousness  in  David Malouf ’s  An Imaginary  Life .”  

 Commonwealth Essays  and Studies ,  vol .  29, no.  2 ,  2007,  pp. 43-54.  
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-32- (113) 

 

  Studies  Ovid’s  psychic and l inguis t ic  evolution in relat ion to  

 Lacanian concept ion of  ego,  and r eads IL  as  Malouf’s  cr i t ique of  

 imperial  legacies  in  Austral ia  and suggest ion of  an al ternat ive  

 vision.  Tayeb  argues IL  suggests  a  postcolonial  rediscovery of  

 individual  and nat ional  sel fhood through reconci l iat ion with 

 Austral ian landscape and  i ts  indigenous  people.  

 

 

-2008-  

[50]  Abbl i t t ,  S tephen.  “Journeys and  Outings:  A Case  Study in David 

 Malouf’s  Closet .”  Austral ian Geographer ,  vol .  39,  no.  3 ,  2008,  pp.  

 293-302.  Academic Search  Premier ,   

 www.ebscohost .com/academic/academic -search-premier.  Accessed 

 27 Sept .  2016.  

 

  Insis ts  IL  is  an autobiographical  work  of  Malouf  in  which he 

 deconstructs  both the metaphoric and real  spaces  of  the hetero -

 normative/homophobic  closet  he has  l ived in  as  a  homosexual .  

 Abbli t t  examines the journey of  Ovid and the Chi ld as  one from the 

 rest r icted space to  the freedom and Ovid ’s  death as  the death of  

 that  old world.  

 

 

[51]  Byron,  Mark.  “Crossing Borders  of  the Self  in  the Fict ion of  

 David Malouf.”  Sydney Studies  in  Engl ish ,  vol .  31,  2008, pp.  76-
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 93.  Sydney Studies  in  English ,   

 openjournals . l ibrary.usyd.edu.au/ index .php/SSE/art icle/view/587.  

 Accessed 29 Sept .  2016.  

  

  Considers  sel f -other  relat ion in  IL  and RB  under three categories:  

 “the animal and the human,” “an I and a You,” and “the human and 

 divini ty.”  Byron argues that ,  through the self -other  relat ion which 

 these two works  explore,  readers  can get  out  of  Ovid ’s  

 consciousness and associate the s tory wi th thei r  own world or  gain  

 an insight  of  indigenous people which is only gl impsed in the  

 novel la .  

 

 

-2009-  

No data  

 

 

-2010-  

[52]  Brady,  Veronica.  “All  That  is  Solid Melts  into Air  :  Austral ia ’s  

 Future?” Le Simplegadi ,  vol .  8 ,  no.  8 ,  2010,  pp.  16-23.  Le 

 Simplegadi ,  a l l .uniud. i t /s implegadi /?page_id=649.  Accessed 9 Feb.  

 2017.  

 

  Explores  two at tempts in  sett l ing non-indigenous Austral ians  

 into  the land  in  Furphy’s  Such Is  Li fe  and IL .  Brady sees  the 
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 former novel  as  a  tension between the  se lf  and nature and  the  lat ter 

 as  dreams which enables  the set t lers  to  l ive in  tune with the 

 universe.  According to  Brady,  IL  shows the way how to “dwell” in 

 the land,  not  “bui ld” on i t .  

 

 

[53]  Sest igiani ,  Sabina.  “Silence,  the  ‘Virtue of  Speaking’:  David 

 Malouf’s  An Imaginary Li fe  and Walter  Benjamin’s  Philosophy of  

 Language .”  Orbis  Lit terarum: Internat ional Review of  Literary 

 Studies ,  vol .  65,  no.  6,  2010,  pp.  481-96.  MLA International  

 Bibl iography ,  www.mla.org/Publ icat ions/MLA -Internat ional -  

 Bibl iography.  Accessed 4 Oct .  2016.  

  

  Argues Ovid’s  at tempt  to  acquire an ul t imate  language of  s i lence  

 in IL ,  an at tempt  to  f i l l  the gap between word and world,  is  an 

 example of  Walter  Benjamin’s  idea  of  Ursprache ,  pr imeval  

 language.  Sest igiani  remarks  that  IL  depicts  a  s tate of  grace only 

 to  deny i t  wi th a wild boy.  

 

 

-2011-  

[54]  Otto,  Peter.  “ ‘Are We the  Future of  the Past? ’ Gothic Pasts ,  

 Gothic Futures ,  and Imaginary Lives . ”  Austral ian Literary 

 Studies ,  vol .  26, no.  3/4 ,  2011,  pp.  86-101.  Academic Search  

 Premier ,  www.ebscohost .com/academic/academic -search-premier.  
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 Accessed 7 Oct .  2016.  

  

  Suggests  that  the pol i t ical  reading of  IL  to  connect  the s tory with 

 Austral ia’s  predicament  and  the mythical  reading to  imagine  

 Ovid’s  las t  days  are  not  contradictory but  complementary to  each  

 other,  and that  this  gap between two perspect ives  enables  the third 

 reading about  a  universal  human potent ial  for  t ransformation of  the 

 self  and other,  about  a  foundat ion undis turbed by his tory.  

 

 

[55]  Ziogas,  Ioannis .  “The Myth is  Out  There:  Real i ty and Fict ion at  

 Tomis (David Malouf ’s  An Imaginary Life ) .”  Two Thousand Years  

 of Sol i tude: Exi le  After  Ovid ,  Oxford,  Oxford UP, 2011,  pp. 289-

 305.  Academia.  edu ,  www.academia.edu/1930633.  Accessed 9 Feb.  

 2017.  

 

  Focusing on the deadness  and s i lence  that  Ovid feels  in  IL ,  

 Zoigas argues that  Malouf l ikens IL  to  Ovid’s  Metamorphoses  and 

 t ransforms a Roman poet  into a narrator  of  postcolonial  discourse 

 by wri t ing him as  a poet  and a character  in his own poem at the 

 same t ime.  

 

 

-2012-  

[56]  Grasa,  Royo,  and Miria Pi lar.  “(Un-)set t l ing Reconci l iat ion in 
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 David Malouf’s  ‘An Imaginary Life. ’”  Commonwealth Essays 

 and Studies ,  vol .  35,  no.  1 ,  2012,  pp.  83 -92.  

 

Not avai lable as  of  10 Jan.  2018  

 

 

-2013-  

[57]  Bronwyn,  Lay.  “ Imaginary Exi le. ”  Life Wri t ing ,  vol .  10,  no.  4 ,  

 2013,  pp.  441-58.  

 

Not avai lable as  of  10 Jan.  2018  

 

 

-2014-  

[58]  Ashcroft ,  Bi l l .  “David Malouf and the Poet ics  of  Possibi l i ty. ”  

 Journal  of  the Association for  the Study of  Austral ian Li terature ,  

 vol .  14 ,  no.  2 ,  2014.  Journal of  the Associat ion for  the Study of  

 Austral ian Li terature ,   

 openjournals . l ibrary.sydney.edu.au/ index.php/JASAL/art icle /view

 /9889/9778.  Accessed 11 Dec.  2017.  

 

  Examines several  works by Malouf and regards youth,  which can 

 be seen especial ly in  the Child in  IL  and Gemmy in RB ,  as  an agency 

 for  coming into being in  a different  world.  Through this  agency 

 Ovid acquires  a  different  perspect ive,  and this  other  l i fe  i s  what  
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 Malouf constantly t r ies  to express  in his  works.  

 

[59]  Grogan,  Bridget .  “Homo Ferus:  The Unificat ion of  the Human and 

 the Environmental  in  David Malouf 's  An imaginary  l i fe .” 

 Scrut iny2:  Issues  in  Engl ish Studies  in  Southern Africa,  vol .  14, 

 no.  2 ,  2014,  pp.  18 -29.  Taylor  & Francis  Online ,   

 www.tandfonline.com/doi /abs/10.1080/18125441.2014.946531.  

 Accessed 13 Dec.  2017 .  

 

  Argues IL  c r i t icizes  Enlightenment  values  that  lead to  the rac ial  

 classi f icat ion  and disregard  of  the environment  through i ts  interest  

 in a  feral  chi ld .  For  Malouf,  unl ike t rad it ional  thoughts ,  the feral  

 chi ld  eludes the categori zat ion of  racia l  other:  he blurs  “human” 

 and “nature” and undermines the classi f icat ion  between them and 

 between races .  

 

 

-2015-  

No data  

 

 

-2016-  

No data  
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-2017-  

No data  

 

 

-2018-  

No data  
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